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【目的】
厚生労働省「平成19 年労働者健康状況調
査」（2008 ）によると，労働者が挙げた具体
的なストレスの内容として，「職場の人間関
係の問題」が最も高く，誰 もが悩むこの問題
について検討する必要があると考えられる。
加藤（2001）は，対人ストレスを, Lazarus
ら（1984 ） の心理的ストレス理論に基づく
対人ストレスモデルを提唱することにより，
パーソナリティが認知的評価を媒介として
コーピングに影響を及ぼしていることを実証
した。本研究では, Figure 1 に示すとおり，
対人ストレスモデルのパーソナリティに「自
己愛人格傾向」， ポジティブな精神的健康に
「ワーク・エングイジメン 冂 ，ネガティブ
な精神的健康に「ストレス反応」をあてはめ
て検討する。自己愛人格傾向とは，自信に満
ち，エネルギッシュで自己本位的な態度が目
立つ一方で，他者評価によって自己評価が容
易に揺らぐといったアンビバレントな特徴を
もつ人格特性の一つである（小西, 2008) 。
近年，自己愛 の特徴を2種類の下位型に大別
するという考え方が注目されるようになって
きた。匚誇大型」の者は周囲の人々に自分が
どのような影響を与えているか気づいておら
ず，他者の欲求に鈍感で，会話をする時には
自分が相手を会話に参加させていないことに
さえ気づかない。その一方で「過敏型」の者
は，他の人々が自分にどのように反応するか
について極めて敏感であり，常に他者に注意
を向けている。そして自分が拒絶され軽蔑さ
れないように，大目につくことを避けようと
する。 このように2種類の自己愛は，あたか
も相反するような対人関係上の特徴を持つ自
己愛 の下位分類であるとされている（小塩，
2011）。また，働く人の精神的健康において，
ポジティブな面を捉えるものとして，ワー
ク・エングイジメントがある。ワーク・エン
グイジメントの高い従業員は，仕事にやりが
いを感じ，熱心に取り組み，仕事から活力を
得て，活き活きとしている状態にあると言え
る（島津，2010）。本研究では，加藤（2001）
の結果をもとに，「誇大性が対処効力感を高
め，ポジティブ関係コーピングを使用しやす
くし,その結果,ストレス反応は低く，ワーク・
エングイジメントは高くなる（以下,仮説ａ）」
および「評価過敏性が脅威を高め，ネガティ
ブ関係コーピングを使用しやすくし，その結
Figｕre 1　本 研究 の対人 ストレ スモデ ル
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果， ストレス反応は高く，ワーク・エングイ
ジメントは低くなる（以下，仮説b）」という
仮説を立てた。
【方法】
手続きと調査対象:2012 年7月から10月に関
西圏の企業3社に勤務する従業員を対象に調
査票を配布した。記入した調査票 は調査対
象者自身が厳封し，2012年11月までに企業毎
に順次回収した。そのうち有効回答として取
り扱った559名（男性241 名，女性318 名）を
分析対象とした。調査票：全86項目で構成し
た。（ａ）職業性ストレス簡易調査票（中央労
働災害防止協会，下光・原谷, 1998) から9
項目抜粋，（b）ユトレヒト・ワーク・エング
イジメント尺度日本語版（ＵＷＥＳ-J）の短縮
版（島津他, 2007), (c)ストレス反応尺度（枚
田・松尾・静，2012 ），（d）評価過敏性一誇大
性自己愛尺度（中山・中谷, 2006),  (e) 認知
的評価尺度（加藤, 2001),  (f)短縮版対人ス
トレスコーピング尺度（加藤，2002）を使用
した。さらに，基本データとして性別･年齢･
役職・雇用形態についても回答を求めた。
GFI=.849
AGFI=.  832
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RMSEA=.045
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【 結果 】
仮 説 モ デ ル の 適 合 性を 検証 す る た め に， 共
分 散 構 造 分 析 を 行 っ た。 仮 説ａに 関 し て は，
ポ ジ テ ィ ブ 関 係 コ ー ピ ン グか ら ス ト レ ス反
応 へ のパ ス は5 ％ 水 準 に 達 し な か っ た。 そ こ
で，「対 処 効 力 感 」か ら 「 ス ト レ ス反 応 」へ の
パ ス，「対 処 効 カ 感 」 か ら 「 ワ ー ク・ エ ン グ
イ ジメ ン ト 」 へ の パ ス，「 ス ト レ ス 反 応 」 と
「 ワ ー ク・ エ ング イ ジメ ント」 の 双方 向 パ ス
を 追 加 し， 再 度 分 析 を行 っ た。 そ の結 果 ， 十
分 な 適 合 度 を 示 し， す べ て の パ スが5 ％ 水 準
に 達 し た （Ｆｉｇｕｒe 2）。 仮説b に 関 し て は， よ
り 適 合 度 の 高 い モ デ ル の探 索 す る た め，「 ス
ト レ ス反 応」と 「 ワ ー ク・ エ ング イ ジ メ ント 」
の 双 方 向 パ スを 追加 し， 再 度 分 析 を 行 っ た。
そ の 結果 十 分 な 適 合 度 を示 し た(Figure 3 ）。
【 考 察 】
自 己愛 人 格 傾 向 を 仮定 し た対 人 ス ト レ ス モ デ
ル は 認知 的 評 価 か ら 精 神 的 健 康 へ の 直 接的 な
影 響 を 考 慮 す る こ と に よ り，「 自己 愛 人 格 傾
向 → 認知 的 評 価 →対 人 ス ト レ ス コ ーピ ング →
精 神的 健 康」 と い う対 人 ス ト レ ス 過程 が 実 証
さ れ た。 ま た， 仮説 で は 考 慮 さ れ て い な か っ
た が 「 ワ ー ク・ エ ング イ ジメ ント」 と 「 ス ト
レ ス反 応」 が 相 互 に 影響 を与 え て い る こ と が
示 さ れ た。
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Figｕre 2　修正後 の仮説 モデルａ
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(実線のパスは正の影響, 破線のパスは負の影響を示す)
Figｕre 3　修正後 の仮説 モデルb
